
学校法人 中越学園 平成31（2019）年３月

長岡大学地域連携研究センター

長岡大学地域連携ブックレット　No.３

もみじ園フォーラム
３年のあゆみ

－越路地域のみなさんとともに－



長岡大学地域連携ブックレット刊行にあたって

平成 31 年３月
長岡大学長　村山 光博

　長岡大学は平成 13（2001）年の開学以来、建学の精神に「幅広い職業人としての人づくりと
実学実践教育の推進」と「地域社会に貢献し得る人材の育成」を掲げ、全学を挙げて大学改
革に取り組んで参りました。また、平成 18（2006）年度以降は、文部科学省の大学教育改革補
助事業に選定された次の各プログラムの事業計画に基づいて継続的に大学改革を推進し、「地
域社会の発展に貢献する大学」を目指して地域を志向した教育・研究・社会貢献に取り組ん
でおります。

平成 18 ～ 20 年度  「産学融合型専門人材開発プログラム－長岡方式－」
 （現代的教育ニーズ取組支援プログラム（現代 GP））
平成 19 ～ 21 年度  「学生による地域活性化提案プログラム」
 （現代的教育ニーズ取組支援プログラム（現代 GP））
平成 19 ～ 21 年度  「長岡地域産業活性化のための MOT 教育『イノベーション人材養成

プログラム』」　（社会人の学び直しニーズ対応教育推進プログラム）
平成 21 ～ 23 年度  「学生の３つの就職力一体形成支援プログラム」（大学教育・学生支援

推進事業【テーマＢ】学生支援推進プログラム）
平成 25 ～ 29 年度  「長岡地域＜創造人材＞養成プログラム」
 （地（知）の拠点整備事業＝大学 COC（Center Of Community）事業）

　平成 25（2013）年度から平成 29（2017）年度までの５ヵ年計画で取り組んできた大学 COC 事
業は、大学が自治体等と連携し、全学的に地域を志向した教育・研究・社会貢献を進めて地
域コミュニティの中核的存在となり、地域コミュニティの再生・活性化の核＝拠点となる大
学へと、自ら改革することを支援する事業です。本学の「長岡地域＜創造人材＞養成プログ
ラム」は、長岡市との連携の下で長岡地域の地域課題（産業活性化、社会課題解決、地域・
コミュニティ活性化）と向き合い、課題解決・価値創造を担う専門的能力を身につけた学生・
社会人＝＜創造人材＞の養成を通して、それら３つの地域課題に応えることを目指して参り
ました。
　なお、本学は平成 28（2016）年度から、政府の地方創生事業の一環である文部科学省「地（知）
の拠点大学による地方創生推進事業（COC+）」（平成 28 ～ 31 年度）にも参加大学として加わっ
ています。
　本ブックレットでは、長岡大学が取り組む地域を志向した教育・研究・社会貢献の各事業
の中から、とくにその成果を地域社会へ還元すべきものを取り上げて、広く発信いたします。
長岡大学は、これからも「地域社会の発展に貢献する大学」を目指して全学を挙げて取り組
んで参りますので、今後ともご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。

　 ★ ＜創造人材（Creative Talents）＞とは、一般には専門的職業従事者（科学者等）を指しますが、＜創造人
材＞が経済社会の発展、競争力の源泉になっていることも明らかにされています。本プログラムでは、長岡
大学が経済経営系の大学であるという性格から、課題解決・価値創造を担うマネジメント系専門人材、起業
家、政策づくり専門人材、地域活性化・まちづくり専門人材、ボランティア・リーダーなどがいわゆる＜創
造人材＞であると考えております。



はじめに

長岡大学教授　髙橋治道

　長岡大学は、平成 25 年度に「地（知）の拠点整備事業（COC）」に採択されて以来、長岡
市内各地の皆さんと一緒になって地域の活性化を目指した活動に取り組んでおります。
　そうした取り組みの一つとして平成 28 年度からは、越路観光協会様が毎年秋に「もみじ園」
で開催されている「もみじ祭り」に合わせて、巴ヶ丘山荘において「もみじ園フォーラム」
を開催してきました。
　「もみじ園フォーラム」を開催するきっかけとなったのは、本学の特徴的な教育プログラ
ムの一つである「学生による地域活性化プログラム」に私のゼミが参加し、その中で「もみ
じ園」を造った髙橋九郎翁の人間像と業績を紹介する「髙橋九郎マップ」を作り、地域の偉
人として広める取り組みを行ったことにあります。
　取組初年度であった平成 28 年度は、髙橋九郎翁が生まれて 165 周年目であったことから、

「髙橋九郎翁生誕 165 周年 記念シンポジウム～地域の発展に生涯を捧げた軌跡～」と銘打ち、
本学の松本和明教授による講演「髙橋九郎の足跡と活動」と越路地域のリーダに参加いただ
いてのパネルディスカッション「地方創生時代に九郎翁から学ぶことは！」を開催しました。
また、これに合わせて私のゼミ学生による「髙橋九郎翁生誕 165 周年記念資料展」を行いま
した。
　２回目となる平成 29 年度は、講演「越路を創った先人たち」を前年に続き本学の松本和
明教授が行うとともに、前年同様ゼミ生による資料展「越路を創った先人たち」を開催しま
した。さらにこの年からは、本学茶道部の協力を得て「もみじ茶会」を開きました。
　３回目となる平成 30 年度は、長岡工業高等専門学校の佐藤公俊名誉教授から、講演「髙
橋九郎とウェッブ夫妻」を行っていただきました。髙橋九郎翁の活躍が海外からも注目され
ていたことは越路地域ではあまり知られておらず、髙橋九郎翁の活躍の偉大さを地域の人か
ら知っていただく良い機会になったのではないかと考えます。これにあわせて本年も茶道部
による「もみじ茶会」を開催し、庭のもみじを鑑賞しながら茶を楽しんでいただきました。
また、髙橋ゼミが神谷の「歴史・文化の会」様から依頼を受けて作成した「髙橋九郎翁史蹟
巡りマップ」と漫画「髙橋九郎物語」の展示も併せて行いました。
　３回のいずれのフォーラムにおいても、多くの方々から関心を持ってご参加いただき、主
催したものとして大変嬉しく思っております。最後になりましたが、開催に当たり、ご協力
をいただいております越路観光協会様、越路もみじの会様、越路町商工会様、歴史・文化の
会様、神谷地区の皆さま、長岡市様に深く感謝いたします。
　なお、このもみじ園フォーラムは平成 30 年度をもって終了とし、今後はより広域に地域
活性化に向けた取り組みを推進してまいります。引き続きご指導、ご協力のほど、よろしく
お願いいたします。



もみじ園フォーラム３年のあゆみ
－越路地域のみなさんとともに－

社会貢献としての地域活性化推進事業
　少子高齢化の進行等による地域・コミュニティの人口減少（過疎化）傾向が拡大し、活力
の低下が見られます。合併による広域化も加わって、長岡市内の各地域・コミュニティの活
性化は、大きな課題となっています。
　そこで本学では、平成 28 年度より、地元の地域活性化事業の推進に加え、市内各地域で
の活性化活動に取り組んできました。
　本学の教育プログラムの一環である地域活性化プログラムの中で、髙橋治道ゼミナールが
取り組んできた「地域の文化と伝統をつなぐ」の活動がきっかけとなり、越路地域と共に活
性化事業を推進することとなりました。

Ⅰ　「髙橋九郎翁生誕 165 周年記念シンポジウム～地域の発展に生涯を捧げた軌跡～」
　平成 28 年度、「髙橋九郎翁生誕 165 周年記念シンポジウム」を開催しました。
　髙橋九郎翁は、越路神谷地区出身の大地主にして政治家・企業家で、地元の篤志家です。
みなさんがよくご存知のもみじ園は、髙橋九郎翁の別荘として造られたところです。
　ちょうど生誕 165 周年という節目の年に当たり、何か記念になるものを開催したい、とい
う地元の思いもあり、越路神谷地区、越路観光協会をはじめとする、越路地域との共催でシ
ンポジウムを開催することとなりました。

　「髙橋九郎翁生誕 165 周年記念シンポジウム～地域の発展に生涯を捧げた軌跡～」
　日　時：平成 28 年 11 月６日㈰ 13：00 ～ 16：00
　会　場：もみじ園（越路町朝日）

講　演：「髙橋九郎の足跡と活動」　講師　長岡大学教授　松本　和明
パネルディスカッション：「地方創生時代に九郎翁から学ぶことは！」
パネリスト（敬称略）
　越路神谷区長 白井　　湛
　長岡市役所越路支所産業建設課課長 新保　浩一
　越路もみじの会会長 廣川　　篤
　ながおか生活情報交流ねっと理事長 桑原　眞二
　長岡大学教授 松本　和明
　長岡大学髙橋ゼミナール学生 今井　　練
コーディネーター
　長岡大学教授 髙橋　治道

もみじ園
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　資料展には、古い写真や資料を拡大して展示しました。珍しい写真や資料に、地元だけど
知らなかった、遠くから足を運んできて良かった、などと説明の学生に声をかけてくださる
方も多く、学生も張り切って説明をしていました。
　シンポジウムは約 50 名の参加を得て、講師の手作り資料と豊富な話題、時には笑いを誘
う講演に、会場は和やかな空気に包まれていました。
　パネルディスカッションには、実際に地元で地域の活性化に取り組んでいる方々、本学学
生が参加し、活発な討論が繰り広げられ、参加者からも熱心な意見や要望などが出されまし
た。会場からのご質問、ご意見も多く、満員の会場は熱気に包まれました。
　今後も地域の応援をいただき、地域と連携した取り組みを継続したいと考えております。

髙橋九郎翁資料展 講師：長岡大学教授　松本　和明

パネルディスカッション

講演会資料：抜粋
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展示資料：抜粋

：（出所：武藤喜一、『高橋九郎翁』，産業組合中央会新潟支会、1924） 

創設当時のもみじ園

創設時は池があったことが分かる。 
撮影時期不詳 

1 

   ウェッブ夫妻の長岡調査と高橋九郎の神谷信用組合 

―日本のロッチデールパイオニアーズ，農協の源流― 

（長岡工業高等専門学校）○佐藤公俊

１．まえがき 

本報告は，専攻科科目の｢地域産業と技術｣の授

業項目の一つとしてとりまとめた，現地調査や資

料による地域研究，ウェッブ夫妻の長岡地域調査

と高橋九郎氏の事業についての報告と考察である．

狙いは，専攻科の学生たちが，長岡地域の歴史的，

および社会的理解を深め，世界との関連に思いを

馳せてくれることである．  

1911 年（明治 44 年）シドニー（1859－1947）と

ビアトリス（1858－1943）のウェッブ夫妻は，世

界調査旅行の途次，社会政策の調査のため来日し，

長岡地域でも調査を行った．本報告は，長岡地域

での高橋九郎氏（1850-1922）に対する夫妻の聞き

取り調査，及び，夫妻と氏との交流関係に注目す

る．また，夫妻の調査の注目点となった，神谷（か

みや）信用組合の設立準備以来の高橋九郎氏の地

域社会への尽力と貢献の理念，および，氏を中心

にして実現した神谷信用組合が信用組合形態をと

るにいたった経緯と，それが今日の農協に発展し

た背景を検討する．特に，筆者の高橋家での聞き

取り調査と資料調査を快諾しご協力くださった高

橋九郎氏の孫の高橋健吉氏ご夫妻に感謝したい． 

２．ウェッブ夫妻のアジア調査旅行 

シドニーとビアトリスのウェッブ夫妻は，19 世

紀末から 20 世紀 40 年代にかけて活躍したイギリ

スの社会改革家で，フェビアン協会を指導して，

労働党の創設に大きく貢献し，現在のロンドン大

学政治経済学院（London School of Economics and 

Political Science）を創設した社会調査・研究家

でもあった． 

ウェッブ夫妻は，世界調査旅行の途次，1911 年

8 月から 10 月に来日して東京をはじめ各地で社会

調査を行い，新潟市や長岡地域でも調査を行った．

夫妻の長岡周辺での調査動向は，『新潟東北日報』

9月 13 日の記事によると，夫妻は「社会政策の視

察のため」に来県し，9月「一一日新津駅を経て来

迎寺村高橋九郎氏を訪問し、同夜は同家に一泊し、

一二日長野県を経て名古屋に向かう」ということ

であった．（宮本盛太郎（1989），p.37） 

写真 1：ウェッブ夫妻２）   

高橋九郎氏は,越路の神谷地区の大地主高橋家

の当主で，温情的で開明的な篤農家で篤志家でも

あった．氏は，明治初期の帝国議会の衆議院議員

にも選ばれ，当時の産業組合法成立に注力し，地

元では先進的な神谷信用組合の指導者であった． 

写真２：高橋九郎氏像３） 

高橋氏は，ウェッブ夫妻を迎えるに当たり，当

- 2 - - 3 -



◆ アンケートは、この講演は「非常に参考になる」78.8％、「まあまあ参考になる」18.2％、
パネルディスカッションは「非常に参考になった」66.7％、「まあまあ参考になった」
27.3％、シンポジウム全体は「非常に評価できる」63.6％、「まあまあ評価できる」33.3％
という結果でした。

　　★地域活性化に役立つと思われる提案
　　　①偉人の小説、アニメ化
　　　② 高橋九郎活躍の足跡を尋ねるツアーを春、秋に計画されたい。 

もみじ園→来迎寺駅→信用組合跡→果樹園→松籟閣→蛍庵等
　　　③ＰＲのパネルを銀行や駅、役所などにも提示して市民に知らせて欲しい。
　　　④地域を発展させた偉大な人達をこれからもどんどん紹介して欲しい。
　　　⑤ 企業、行政、地域（集落）で活性活動を実践されている内容（点）を面的に結び付

けることで更に役立つと思われる。
　　　⑥ 歴史が分かれば未来が見える。したがって地域の事を大いに住民に知ってもらう必

要がある。今後とも歴史教育に力を注いでほしい。
　　★シンポジウムやフォーラムで取り上げてほしいテーマ
　　　①高橋九郎の残した書類の読み解きと整理ＰＲ
　　　②高橋九郎物語をコミックで作る
　　　③地域ごとの歴史（人物）を順次取り上げてください。
　　　④高橋九郎については、継続して交流会を行ってほしい。
　注： 髙橋九郎物語をコミックで作るというご提案は、平成 30 年 11 月、神谷地区の依頼で

本学髙橋ゼミ生が漫画「髙橋九郎物語」を作成し、実現しました。また、神谷地区では、
今後はそれを DVD 化するということです。

アンケート用紙
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Ⅱ　「越路歴史文化遺産もみじ園フォーラム」
　平成 29 年度は、11 月５日㈰・11 日㈯に「越路歴史文化遺産もみじ園フォーラム」を開催
しました。

■講演会
　11 月５日に本学教授松本和明による講演会「越路を創った先人たち」を開催しました。

「越路歴史文化遺産　もみじ園フォーラム」
日　時：平成 29 年 11 月５日㈰ 13：00 ～ 15：00
会　場：もみじ園（越路町朝日）

講　演：「越路を創った先人たち」　講師　長岡大学教授　松本　和明
　当日は絶好の紅葉狩り日和で、もみじ園には多くの観光客が訪れていました。講演会の参
加者は約 40 名でした。
　講演後は、資料を余分に欲しいとおっしゃる方、もう少し話を聞きたいとおっしゃる方、
参加者同士で話の続きをされる方など、様々な光景が見られました。

◆ アンケートは、この講演は「非常に参考になった」64.0％、「まあまあ参考になった」
36.0％。パネルディスカッションは「非常に楽しかった」60.0％、「まあまあ楽しかった」
40.0％。シンポジウム全体は「非常に評価できる」64.0％、「まあまあ評価できる」36.0％
という結果でした。

講師：長岡大学教授
　　　松本　和明

11/5　講演会

講演資料：抜粋
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　　★地域活性化に役立つと思われる提案
　　　① 先駆的な先人方の生き方に触れる事、それが地域をいかに形成してきたのか、今を

これからを考える上でも大切な事と思いました
　　　②歴史を知ることは未来を知ること。越路の歴史、大いに参考になりました。
　　　③時代ごと人を見つける大切さを知った
　　　④今回の内容のダイジェストを越路の地域民に知らせたい。
　　　⑤もっと広い場所で行った方が、より多くの人に興味を持ってもらえると思います。
　　★シンポジウムやフォーラムで取り上げてほしいテーマ
　　　①地域に根ざしたテーマ
　　　②長岡の工作機械の歴史
　　　③どんなジャンルでも、沢山やって欲しいです。

■資料展ともみじ茶会
　11 月 11 日は髙橋ゼミ生による資料展と、地元の要望で、本学茶道部の協力を得て、もみ
じ茶会を開催しました。当日は霰も降る大荒れの天候でしたが、来場者数は 80 名を超えま
した。
　資料展では、髙橋九郎翁の業績などをまとめた写真や資料のパネルなどを展示しました。
展示場所が廊下だったため、狭い空間での説明に、学生は少々苦労したようでした。
もみじ茶会は、本格的な室礼と学生たちの点前、立ち居振る舞いに驚かれる方も多く、
とても良いお席でした、とお声がけをいただきました。
　地元からは、もみじ茶会だけではなく、桜茶会も開催して欲しいという要望が出ています
が、新入学時期の４月は、まだ茶道部の活動が活発化していない時期でもあり、未だ実現し
ておりません。
　前年度のもみじ園フォーラムで行った「髙橋九郎翁の資料展」が非常に好評であったこと
から、越路もみじの会や髙橋九郎翁の地元神谷地区から展示資料の貸し出し要請があり、も
みじの会へは春の観桜会に、神谷地区には秋のもみじ祭りの際に資料を貸し出しいたしまし
た。

11/11　資料展

11/11　もみじ茶会
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11/11　展示資料：抜粋

地域振興に尽力した 

髙橋九郎
たかはしくろう

嘉永 年（ ） 月 日

新潟県三島郡来迎寺村神谷生まれ 
大正 年（ ）９月 日没 享年 歳

三島郡来迎寺村神谷の割元高橋家の９代目の長男として生まれた。 

元治元年（1864）から明治 2 年（1869）年まで小千谷市片貝町の

私塾「耕読堂
こうどくどう

」で、丸山
まるやま

貝
ばい

陵
りょう

から漢字を学んだ。翌年明治 3 年（1870）

より来迎寺村浦の私塾「慈光黌
じこうこう

」で旧長岡藩校崇
そう

徳
とく

館
かん

都講
と こ う

木村鈍叟
きむらどんそう

か

ら漢学を学ぶ傍ら、幼時より優れていた数理能力で父業を助けた。 

明治 13 年（1880）、父高橋九郎右衛門の死去により家督を継承し、

父名の九郎を継いだ。 

九郎翁は66歳で退隠するまで、一貫して地域振興に視座を置いて、

篤農家・起業家・地方政治家としてその生涯を送った。 

幼少の時から、水害氾濫で農民が苦しんでいる姿を目撃し、水害

氾濫を防ぎ、土地を改良開拓して田園を増進することを常に考えて

いた。私費を投じての田の区画整理と暗渠排水の施設、共同育苗、

気象旗による天気予報、繭や畳表製造による副業の推奨、小作人表

岩塚製菓株式会社創業者 

平石
ひらいし

金
きん

次郎
じ ろ う

 
明治 年（ ） 月

岩塚村飯塚字十楽寺生れ

平成 年（ ） 月没 享年 歳

平石が生まれた当時の岩塚村飯塚字十楽寺は非常に農地の少ない

地域であった。そのため、養蚕と出稼ぎで生計を維持する農家が多

かった。桑畑は、戦時中に絹の輸出が不可能に近い状況になったこ

ともあり、さつまいも畑へと転換されていった。 

終戦後、後日共同創業者となる刎頸
ふんけい

の友の槇計作と二人で、出稼

ぎから脱却するには、岩塚に産業を興す必要があると強く念ずるよ

うになっていた。 

二人はさつまいもから芋飴を作ることに着眼し、一年間の試行錯

誤の後、昭和 22 年（1947）7 月に岩塚農産加工場を設立し、芋飴の

生産を開始した。昭和 24 年（1949）には、カラメルの品質が全国的

に認められ、東京で開かれた展示会で日本一となり、経営は順調に

推移した。しかし、やがて大手企業の水飴生産が再開され始まると

コスト的にも品質的にも立ち行かなくなる情況が見え始めた。 

昭和 29 年（1954）4 月に株式会社岩塚農産加工場に改組し、社長

に就任した（昭和50年（1975）5月からは代表取締役会長となった）。 

社長として奔走していたが厳しい経営状態は続いた。「これ以上続け

朝日酒造株式会社創立者 

平澤
ひ ら さ わ

與之助
よ の す け

明治 年 月 日

三島郡来迎寺村朝日の久保田屋６代目

代平澤與三郎の長男として誕生

昭和 年９月没 享年 歳

平澤家は、朝日村で地主経営をおこなう傍ら酒造業を展開してい

たが、天保元年（1830）に、次男の初代與三郎が 4 代目由右衛門か

ら酒造業を譲り受け、「久保田屋」として本格的に事業を推進した。 

與之助は、明治 38 年（1905）に長岡中学校を卒業後高田連隊に志

願兵として 1 年間入隊した後に、家業に着手した。明治 42 年（1908）

4 月には、大蔵省の醸造試験所で講習生・研究生として最新の醸造技

術の研鑽を深めた 3 歳年下の実弟順次郎（明治 21 年 3 月 20 日生）

も加わり、兄弟で酒造りを行った。 

與之助は経営の近代化を推進し、弟の提案に従って醸造試験所が

開発した新しい醸造方法である「山卸廃止酛
やまおろしはいしもと

の導入」や精米機の動

力を水車から自家発電へと転換する（大正 3 年（1914））などした。

さらに精麹法を研究するなどして品質の向上に努めた。 

そうした努力の結果、名古屋税務監督局管内の第 2・3 回の酒類品

 

越
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Ⅲ　「髙橋九郎とウェッブ夫妻」
　平成 30 年度は 11 月にもみじ園フォーラム「髙橋九郎とウェッブ夫妻」を開催しました。
■講演会と資料展
　平成 28 年度、29 年度と地元の髙橋九郎翁についての講演でしたが、平成 30 年度は、髙橋
九郎翁と親交のあった世界的な英国の社会学者であり統計学者である、シドニーとベアトリ
スのウェッブ夫妻をテーマに 11 月 17 日㈯講演会を開催しました。
　講師に長岡工業高等専門学校名誉教授 佐藤公俊氏を迎え、ウェッブ夫妻の業績、髙橋九
郎との交流、九郎の温情的地主経営や友愛組合の考え方等を高く評価したことなどについて、
ご講演いただきました。
　ウェッブ夫妻の神谷地区への訪問は、これまでほとんど知られていなかったこともあり、
当日は定員を大幅に上回る 60 余名の方から参加いただき、講演後も、なぜ神谷信用組合を
調査に訪れたのか、ウェッブ夫妻について等、非常にたくさんの質問が寄せられ、盛況な内
に終えることができました。
　資料展では、髙橋ゼミナールの学生作成の「髙橋九郎翁史蹟巡りマップ」、漫画「髙橋九
郎物語」の紹介パネルを展示し、訪れた方々に学生たちが説明をしました。

11/17　講演会

11/18　資料展

11/17　講演資料：抜粋

高橋九郎と
ウェッブ夫妻
長岡工業高等専門学校
名誉教授 佐藤公俊

両者の出会いの意味
• 交流の意味
高橋九郎とウェッブ夫妻の国を超えての交流で、相互に友

愛と社会改革を理解・評価し合っています。両者には、協同
組合や友愛組合の精神と温情的で親愛な地主小作関係などの
温かい人間関係への共感があり、九郎の温情的人間関係によ
る先進的友愛福祉への夫妻の評価が、注目されます。両者と
も相通ずる気持ちを感じ励まされたことでしょう。

• 地域振興に励む
高橋九郎は、外に開かれた先進的態度と、協同組合や友愛

組織などの人間相互に助けあう温かい信頼関係をウェッブ夫
妻から評価され、励まされました。九郎は、その後も事業家
として神谷信用組合を成長させ、組合的福祉を実践し、金融
制度のイノベーションを展開し、農村を発展させました。

高九山荘（越路町もみじ園）での交流

高橋九郎は、当時の高橋家
の巴ケ岡別邸、いまの越路
町の紅葉園の高九別荘に
ウェッブ夫妻を迎えた。そ
こで高橋家の温情的かつ親
愛的な地主経営と神谷信用
組合について説明し、夫妻
を歓待して酒食や宿泊でも
てなしました。ビアトリス
によれば、夕食後の団欒で
主人と来客は、それぞれ母
国語で格言を書いて相手に
贈りあったのです。 （写真：http://koshiji-navi.jp/momiji-garden-

photo-contest2016/）
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髙橋ゼミ生作成　　漫画「髙橋九郎物語」 ※ 歴史・文化の会の許可を得て掲載
しております。
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１ ソメイヨシノ 
苗木を東京から取り寄せ、雪国

でも育つかどうか試験的に植え

たものである。今も春には見事な

花が咲いている。 

２ イロハモミジ 
京都から取り寄せた５種類の

もみじが植えられている。メイン

は、園中央と山荘脇のイロハモミ

ジである。 

３ 巴ヶ丘山荘 
建築部材などから、明治 年

から 年頃にかけて建築された

ものと推察されている。 年

に国登録有形文化財に登録され

た。

４ 石臼 
金鉱石を砕くための石臼。佐渡

金山から金を運搬する際に、船の

バランスを保つための重石とし

て用いられた。 

５ 観音像 
設立当初のものは戦時中に供

出されてしまい、台座だけが残っ

ている。現在設置されている像は、

第三代越路町長から寄贈された

ものである。 

６ 庭石 
新潟県では産出が確認されて

いない石であり、岐阜県あたりか

ら輸送されてきたものではない

かと推測される。 

もみじ園概要 
平成元年 月にオープンしたもみじ園は、平成

年に国登録有形文化財に指定された。

髙橋家の別荘として利用されていたものが当時の

越路町へ寄贈され、現在に至っている。

敷地： ㎡

建物：明治 年頃建築 木造平屋建て

庭園：日本庭園

樹木：約 本（樹齢 年以上多数あり）

もみじ園内図

平成 年度 越路地域ふるさと創生基金事業

‐名望家髙橋九郎が遺した業績の説明看板設置事業‐ 

発行 2018 年 11 月 11 日 
発行者 歴史・文化の会 

新潟県長岡市神谷１４８４−１ 
Tel. 0258-92-2156 

【髙橋九郎翁史蹟巡りマップ制作メンバー】 
長岡大学 髙橋ゼミナール 

青木直也、大沼紗耶加、佐藤達哉、佐藤宥 
島彩矢香、高山汐音、長谷川莉奈、深瀧玲南 

越路マップ制作担当 
島彩矢香、佐藤宥、高山汐音、長谷川莉奈 

もみじ園マップ制作担当 
高山汐音、青木直也、佐藤達哉 

神谷マップ制作担当 
島彩矢香、佐藤宥、高山汐音、長谷川莉奈 

監修 髙橋治道 

もみじ園 
もみじ園は平成元年 11 月にオープンした。髙橋家の

別荘として利用されていたものが旧越路町へ寄贈され、

現在に至っている。 
神谷銀行 
地元商工業振興のために大正

5 年に設立された。六十九銀行

との合併を経て、現在は北越銀

行となる。創業の地には、現在

北越銀行来迎寺支店がある。 
旧神谷信用組合の蔵 
昭和 3 年に組合の事務所を新

築した時に作られた。組合が現

在の地へ移転した際に一緒に移

設された。「信」の字をモチーフ

にした打ち出の小槌が壁に描かれている。 
創設時神谷信用組合事務所跡 

明治 37 年、県下２番目の信用組合となる神谷信用組

合の設立は、戦後農協に引き継がれ、その活動は生協

に影響を与えた。 
髙橋家邸宅所在地 
小村であった導半村の荒れ地部分を髙橋家の初代三

蔵が開発し、この地に定住したものと思われる。 
プラタナス 

髙橋九郎は、明治 30 年代、当時珍しいプラタナスの

苗木を手に入れ、この果樹園に２本植えた。樹齢は 100
年以上になる。 
チューリップ 
水島義郎が、髙橋九郎を介して代議士鈴木充美氏か

ら３粒ほど球根を貰い受けて栽培した。明治 37 年頃、

この地で日本初のチューリップ栽培を成功させた。 

【交通手段】
■神谷
電車：JR 信越本線 来迎寺駅下車徒歩 20 分 
バス：JR 長岡駅大手口バス停から急行・片貝

経由小千谷車庫行きに乗車「浦」下車徒

歩 15 分 
車：関越道長岡南越路スマート IC より 5 分 

■もみじ園
電車：JR 信越本線 来迎寺駅下車徒歩 10 分 
バス：JR 長岡駅大手口バス停から急行・片貝

経由小千谷車庫行きに乗車「来迎寺駅

前」下車徒歩 10 分 
車：関越道長岡南越路スマート IC より 5 分 

 

髙橋九郎翁史蹟案内図

① 髙橋家邸宅所在地

導半村の荒れ地部分を髙橋家の初代三

蔵が開発し、この地に居住したものと思わ

れる。五代目九郎右衛門の時、隣接の宮川

新田村へ居を移した。 

② 船着場

来迎寺村一帯の地主であった髙橋家は、

集めた米をここから船で運び出していた。 

③ 時の鐘

明治の頃、一般農家には時計が無く、髙橋九郎が明治

年に自宅の屋上に釣鐘を設け、 日 回打ち鳴らして

時を知らせた。

④⑤⑥ 果樹園、気象旗掲揚所、プラタナスの大樹 
果樹園：明治 年代、高橋九郎はこの場所に『果樹園』

を作り、桃、柿などの苗木を植え、育つかどうかの試験

栽培をした。

気象旗掲揚所：明治 年から、新潟測候所より電報で

気象情報をもらい、気象旗や警報標識を使って掲揚塔に

掲げ、翌日の天気を村内に知らせた。

プラタナスの大樹：明治 年代、当時珍

しいプラタナスの苗木を高橋九郎が手に

入れ、この果樹園に 本植えた。樹齢は

年を超えている。

⑦ 髙橋家報恩記念碑

多方面に渡って神谷に貢献した髙橋家

への報恩の意味を込めて平成 年に建設

された。

⑧ 旧来迎寺村役場

明治 年、宮川外新田（現神谷）にあ

った創設当時の外新田校校舎が来迎寺村

役場として使われた。その後、昭和 年

に同じ神谷地区内に新庁舎が建築され、移転した。

⑨ 旧神谷信用組合

明治 年、県下 番目の信用組合とな

る神谷信用組合が設立された。戦後農協

に引き継がれ、その活動は生協に影響を

与えた。

⑩ 第十六区小六区外新田校（旧神谷小学校）

明治 年、近隣十四ヶ村は公立の小学

校を宮川外新田に設立した。その後数回

の名称変更を経て、昭和 年に神谷小学

校と改称された。昭和 年、越路小学校の開校に伴い

閉校となった。

⑪ 新潟県チューリップ初開花場所

この花園で、水島義郎が日本で初めてチューリップ栽

培を成功させた。明治 年、高橋九郎を介して鈴木充

美氏から 粒ほど球根を貰い受けて栽培し、新潟県で初

めて咲かせることができた。

神谷地区案内図

髙橋ゼミ生作成
「髙橋九郎翁史蹟巡りマップ」

※ 歴史・文化の会の許可を得て掲載
しております。
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◆ アンケートは、講演は参考になりましたかに対し、「非常に参考になった」64.7％、「ま
あまあ参考になった」35.3％。楽しんでいただけましたかに対し、「非常に楽しかった」
52.9％、「まあまあ楽しかった」47.1％。評価できますかに対し、「非常に評価できる」
58.8％、「まあまあ評価できる」41.2％という結果でした。

　　★地域活性化に役立つと思われる提案
　　　①足下の歴史（偉人）を掘り下げ発掘して、子どもたちにつたえてゆくことが大切。
　　　②農業県の高齢化対策
　　★シンポジウムやフォーラムで取り上げてほしいテーマ
　　　①郷土が育む郷土の英雄（偉人はなぜ偉人になり得たのか？）
　　　②活力ある住み良い街、長岡をめざすために役に立つ講演
　　　③歴史と化学、歴史と数学、歴史と物理

■もみじ茶会
　11 月 18 日㈰は、本学茶道部による「もみじ茶会」を開催しました。
　好天の中、「もみじ祭り」最終日ということもあり、朝から多くの方がもみじ園を訪れ、
庭園内は人で溢れていました。もみじ鑑賞の傍ら立ち寄った方、お茶会を目的に来られた方
など、110 名を超える方がおいでくださいました。お茶の銘やお菓子の販売元についてなど、
様々なご質問があり、「とても良い出会いがありました。」というような嬉しいお言葉も頂戴
しました。
　もみじ茶会は今後も継続したいと考えておりますので、引き続きご協力のほど、お願いい
たします。

11/18　もみじ茶会
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１．第５回 悠久山・東山フォーラム「悠久山の見どころ、撮りどころ」（平成 29 年度）

２．悠久山いいとこ撮りまっぷ写真集（平成 29 年度）



学校法人 中越学園 平成31（2019）年３月
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もみじ園フォーラム
３年のあゆみ

－越路地域のみなさんとともに－




